
　
質
問
　
本
年
三
月
に
福
生

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
が
策
定
さ
れ
た
。
大
変
す

ば
ら
し
い
こ
と
が
書
か
れ
て

い
て
同
感
す
る
が
、
そ
れ
ら

を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た

め
に
は
利
用
し
や
す
く
魅
力

あ
る
学
校
図
書
館
で
あ
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。ま
た
、

読
書
指
導
の
充
実
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
の
か
見
解
を
聞

き
た
い
。

　
教
育
長
　
具
体
的
取
り
組

み
と
し
て
、
床
に
じ
ゅ
う
た

ん
を
敷
く
な
ど
し
て
明
る
い

図
書
館
づ
く
り
に
努
め
、
児

童
・
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
蔵
書
の
充
実
、
学
習
の
場

と
し
て
の
工
夫
と
活
用
、
市

立
図
書
館
の
団
体
貸
し
出
し

利
用
に
よ
る
連
携
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

の
図
書
館
整
備
、
ま
た
司
書

教
諭
資
格
を
持
つ
教
諭
に
よ

福
生
第
一
中
学
校
の
南
門

�

　
　
　
避
難
路
用
に
改
修
を

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
章
夫
　
議
員

　
本
と
の
出
会
い

　
　
　
　
読
む
楽
し
さ
を

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
　
清
　
議
員

　
質
問
　 

各
地
で
こ
こ
一
〇

年
多
く
の
地
震
が
発
生
し
、

関
東
地
方
も
直
下
型
地
震
等

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
避

難
訓
練
も
行
わ
れ
て
い
る
。

富
士
見
台
町
会
、
玉
川
台
町

会
、
福
栄
町
会
等
の
方
々
が

避
難
す
る
第
一
中
学
校
は
、

教
会
踏
切
を
渡
り
、
青
梅
線

と
の
間
の
市
道
を
通
り
正
門

か
ら
入
る
と
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
遠
く
な
り
、
ま
た
青

梅
線
の
被
害
が
想
定
さ
れ
、

高
齢
者
も
多
い
中
、
避
難
路

と
し
て
ど
う
な
の
か
。
よ
り

安
全
な
南
門
を
改
修
し
て
使

用
で
き
な
い
も
の
か
。

　
市
長
　
南
門
は
幅
員
一
・

四
メ
ー
ト
ル
で
、
道
路
よ
り

校
庭
が
低
く
、高
低
差
が
一
・

五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
現
状
は

階
段
を
設
置
し
て
い
る
。
避

難
路
と
し
て
利
用
す
る
に
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
で
、

こ
こ
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す

る
と
幅
員
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、

延
長
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

場
所
が
必
要
と
な
り
、
改
良

に
当
た
っ
て
工
法
等
に
つ
い

て
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。ま
た
学
校
で
の
利
用
、

樹
木
へ
の
影
響
な
ど
教
育
委

員
会
と
十
分
協
議
し
、
方
向

を
出
し
て
い
き
た
い
。�
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質
問
　
温
暖
化
対
策
と
し

て
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上

着
を
六
月
八
日
か
ら
実
施
し

た
が
、
市
長
の
心
境
を
伺
い

た
い
。
ま
た
、
室
内
温
度
を

二
八
度
に
設
定
す
る
わ
け
だ

が
、
真
夏
の
時
期
の
市
施
設

の
温
度
管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
夏
期
の
軽
装
は
地

球
温
暖
化
防
止
国
民
運
動
チ

ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
六
パ
ー
セ

ン
ト
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

冷
房
設
定
温
度
を
二
八
度
に

す
る
こ
と
を
政
府
が
呼
び
か

け
て
い
る
。
こ
れ
は
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
で
は
体

感
温
度
が
二
度
程
度
下
が
る

と
い
う
研
究
結
果
に
基
づ
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
原
則
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、

ノ
ー
上
着
で
執
務
し
て
も
差

し
支
え
な
い
が
、
社
会
常
識

を
逸
脱
し
な
い
節
度
を
保
つ

も
の
と
す
る
」
と
い
う
主
旨

で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
と
市
民
会
館
、

中
央
図
書
館
等
の
施
設
は
温

度
設
定
が
可
能
で
あ
る
が
、

本
庁
舎
、
第
二
庁
舎
は
温
度

設
定
が
不
可
能
だ
が
、
極
力

二
八
度
に
保
つ
よ
う
な
方
策

を
と
っ
て
い
き
た
い
。

ポ
ー
ト
フ
ェ
ア
な
ど
の
既
に

あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
資
源

の
活
用
、
新
た
な
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
よ
り

地
域
文
化
の
維
持
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
商
工
会
な
ど
も

観
光
資
源
を
利
用
し
た
商
品

開
発
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

�

当
面
は
観
光
イ
ベ
ン
ト
の

Ｐ
Ｒ
を
支
援
し
て
市
内
外
に

大
い
に
宣
伝
す
る
と
と
も
に
、

福
生
市
の
名
物
や
物
産
の
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
こ
と
で
あ
り
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

産
業
道
路
と
新
奥
多
摩
街
道

　
　
整
備
の
現
状
と
見
通
し
は

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
林
昌
茂
　
議
員

土
砂
災
害
が
想
定
さ
れ
る

     

「
は
け
」
部
分
の
調
査
を

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
田
金
八
　
議
員

　
質
問
　
都
市
計
画
道
路
三
・

三
・
三
〇
号
線
、
通
称
産
業

道
路
は
東
京
都
に
よ
り
測
量

は
完
了
し
た
が
、
そ
の
後
進

展
は
な
く
、
現
状
と
見
通
し

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

ま
た
、都
市
計
画
道
路
三
・

四
・
五
号
線
、
通
称
新
奥
多

摩
街
道
の
五
日
市
線
熊
川
駅

西
側
踏
切
の
箇
所
は
産
業
道

路
の
延
長
だ
が
、
現
状
と
見

通
し
を
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
い
ず
れ
も
都
が
多

摩
地
域
都
市
計
画
道
路
の
事

業
化
路
線
と
位
置
づ
け
て
計

画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
通

称
産
業
道
路
は
既
に
武
蔵
野

台
一
丁
目
地
内
の
九
〇
〇
メ

ー
ト
ル
が
完
成
し
、
残
り
一

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
未
整
備

部
分
の
う
ち
六
五
〇
メ
ー
ト

ル
を
多
摩
橋
通
り
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
事
業
を
進

め
る
予
定
で
、
残
り
は
未
定

で
あ
る
。
通
称
新
奥
多
摩
街

道
は
五
日
市
線
の
立
体
化
部

分
が
未
整
備
で
、
福
生
橋
付

近
ま
で
の
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

を
実
施
し
て
い
る
が
、
用
地

買
収
率
は
七
六
％
で
、
一
七

年
度
の
予
算
は
確
保
さ
れ
て

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
一
層

努
力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
東

京
都
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
質
問
　
昨
年
は
集
中
豪
雨
、

台
風
、地
震
が
各
地
を
襲
い
、

集
中
豪
雨
で
山
の
斜
面
が
立

ち
木
ご
と
崩
れ
落
ち
て
い
く

被
害
が
報
道
さ
れ
て
い
た
。

奥
多
摩
街
道
が
あ
る
上
の
段

か
ら
田
園
地
区
の
背
中
に
当

た
る
は
け
部
分
は
か
な
り
段

差
が
あ
り
、
集
中
豪
雨
や
地

震
に
よ
る
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
た
場
合
、
下
の
川
は
も
と

よ
り
住
宅
ま
で
土
砂
に
埋
も

れ
る
危
険
性
が
あ
り
、
早
急

に
専
門
家
に
よ
る
調
査
を
依

頼
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
一
六
年
度
修
正
の

地
域
防
災
計
画
で
は
、
土
砂

災
害
の
危
険
箇
所
と
し
て
田

園
地
区
の
は
け
部
分
を
含
む

九
カ
所
を
指
定
し
た
。
こ
こ

は
土
砂
災
害
危
険
箇
所
と
し

て
東
京
都
が
一
一
年
度
か
ら

一
三
年
度
に
調
査
し
た
中
に

含
ま
れ
て
お
り
、
東
京
都
の

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
等

点
検
要
綱
に
よ
る
も
の
で
、

法
律
に
基
づ
き
指
定
し
た
も

の
で
は
な
い
が
、
一
四
年
一

〇
月
に
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

箇
所
調
査
結
果
と
し
て
公
表

さ
れ
、
田
園
地
区
の
は
け
部

分
は
直
ち
に
危
険
な
状
況
で

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 

障
害
者
自
立
支
援
法
で

�

障
害
者
施
策
は
ど
う
な
る
の
か

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
森
富
久
　
議
員

　
質
問
　
障
害
者
自
立
支
援

法
が
国
会
で
成
立
し
た
場
合
、

現
状
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に

改
善
さ
れ
る
の
か
。

�

ま
た
、
支
援
費
制
度
で
は

対
応
し
て
い
な
か
っ
た
障
害

も
あ
り
、
相
違
点
や
新
た
な

仕
組
み
に
よ
り
市
町
村
の
負

担
が
増
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

　
市
長
　
支
援
費
制
度
と
の

主
な
相
違
点
は
、
精
神
障
害

者
を
加
え
て
三
障
害
者
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
、
公

平
な
サ
ー
ビ
ス
支
給
の
た
め

の
基
準
の
透
明
化
や
明
確
化
、

所
得
に
応
じ
上
限
を
定
め
利

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
に
応
じ

て
負
担
す
る
応
能
・
応
益
負

担
の
導
入
等
で
あ
る
。
施
行

期
日
も
公
費
負
担
医
療
費
に

か
か
わ
る
も
の
は
一
七
年
一

〇
月
か
ら
、
新
た
な
利
用
手

続
き
や
国
等
の
負
担
に
関
す

る
事
項
は
一
八
年
一
月
か
ら
、

新
た
な
施
設
・
事
業
体
系
へ

の
移
行
に
関
す
る
も
の
等
は

一
八
年
一
〇
月
か
ら
と
異
な

る
。
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く

か
や
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

 

温
暖
化
対
策
で

�

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
を

�

　
　
　
　
　
　
小
野
沢
　
久
　
議
員

▲整備が待たれる産業道路（３・３・30号線）

▲田園地区から見た「はけ」部分

▲ノーネクタイ、ノー上着で対応

▲第一中学校の南門を避難路用に

▲読書する子どもたち（第2小学校）

▲デイサービスが行われているれんげ園


